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一般質問

河原﨑惠士

•	

防
災
計
画・津
波
避
難
計
画
等
に
つ
い
て

一般質問

阿形　昭

•	

防
災
井
戸
に
つ
い
て

•	

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

問
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
上
水

道
が
断
水
し
た
場
合
に
備
え
、

民
家
や
事
業
所
が
所
有
す
る
井
戸
を
防

災
井
戸
と
し
て
登
録
し
、
断
水
し
た
と

き
だ
け
に
限
り
、
市
民
が
防
災
井
戸
を

利
用
す
る
制
度
が
で
き
な
い
か

答
防
災
井
戸
の
登
録
制
度
は
、
県

内
９
市
町
が
導
入
し
て
お
り
、

本
市
で
は
現
在
こ
の
制
度
は
導
入
し
て

い
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
お
け
る
水
の
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
飲
料
水
は
耐
震

貯
水
槽
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
の
備
蓄

な
ど
に
よ
り
確
保
し
て
い
ま
す
。
生
活

用
水
は
、
使
用
量
も
多
く
不
足
す
る
場

合
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
防
災
井
戸
の

登
録
制
度
は
、
災
害
時
に
お
け
る
水
を

確
保
す
る
重
要
な
手
段
の
一
つ
と
考
え

ま
す
。
登
録
し
た
井
戸
の
情
報
は
、
広

報
手
段
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
い

う
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
災
害
時
に

水
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

大
切
で
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
今
後
前
向
き
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問
上
水
道
が
長
期
間
断
水
し
た
場

合
で
も
、
配
水
池
に
貯
め
ら
れ

て
い
る
水
を
利
用
し
て
、
困
っ
て
い
る

市
民
に
配
り
た
い
も
の
で
す
。
当
市
に

給
水
車
は
あ
る
の
か
伺
う 

答
本
年
度
、
給
水
車
を
配
備
す
る

予
定
で
す
。
飲
料
水
の
最
大
容

量
は
２
千
８
百
リ
ッ
ト
ル
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
水
車
の
活
用

方
法
は
、
災
害
や
漏
水
事
故
な
ど
の
断

水
時
に
お
け
る
給
水
活
動
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
平
常
時
に
は
市
内
各
地
区
で

の
防
災
訓
練
で
活
用
し
、
市
民
の
皆
様

の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
他
県
や
他
市
で
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
給
水
車
の
派
遣
を
考
え
て

い
ま
す
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
抑
止
効
果

が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
状
況
と
活
用
方
法
に
つ
い
て

伺
う答

防
犯
カ
メ
ラ
は
市
役
所
駐
車
場
、

図
書
館
駐
車
場
、
公
園
、
学
校

な
ど
に
防
犯
対
策
、
安
全
管
理
の
た
め

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
犯
罪
の
抑
止
効

果
、
事
件
発
生
時
の
映
像
を
残
す
こ
と

や
施
設
利
用
者
に
安
心
感
を
与
え
る
な

ど
の
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
広
報
お
ま
え
ざ
き
４
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
現
実
の
災
害
を

想
定
し
た
防
災
対
策
と
は
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

の
か答

平
成
25
年
に
報
告
さ
れ
た
静
岡

県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
に
、

レ
ベ
ル
１
の
地
震
津
波
に
つ
い
て
具
体

的
な
被
害
想
定
が
示
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
結
果
を
も
っ
て
現
実
的
な
災

害
と
想
定
し
防
災
・
減
災
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

問
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
要
避

難
地
域
と
避
難
想
定
人
数
を
伺

う
答
御
前
崎
、
白
羽
、
佐
倉
、
池
新

田
、
高
松
地
区
で
あ
り
、
令
和

７
年
１
月
現
在
約
８
９
０
世
帯
２
千
人

が
避
難
対
象
人
数
で
す
。

問
本
年
３
月
14
日
実
施
の
津
波
避

難
訓
練
は
、
想
定
最
大
津
波
高

を
19
メ
ー
ト
ル
と
し
た
が
、
最
大
津
波

高
は
一
部
地
点
だ
け
で
、
全
て
の
地
域

が
19
メ
ー
ト
ル
の
津
波
と
誤
解
を
招
き

や
す
い
。ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
防
災
マ
ッ

プ
）
を
使
用
し
た
訓
練
の
方
が
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か

答
津
波
高
の
情
報
は
地
域
差
を
明

示
し
た
う
え
で
発
信
す
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、今
後
の
訓
練
説
明
会
で
、

地
区
ご
と
個
別
に
説
明
を
加
え
る
と
と

も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
用
い

て
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
情
報
提
供
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
本
年
３
月
31
日
に
内
閣
府
有
識

者
検
討
会
が
発
表
し
た
被
害
想

定
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う

答
国
と
し
て
広
域
的
な
防
災
対
策

を
検
討
す
る
た
め
に
大
き
な
視

点
か
ら
被
害
想
定
を
行
っ
た
も
の
で

す
。
県
は
、
２
０
２
６
年
度
中
を
目
途

に
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
、
よ
り
詳

細
な
検
討
を
行
い
、
国
が
想
定
し
た
以

外
の
要
素
も
加
え
た
県
独
自
の
第
５
次

被
害
想
定
を
策
定
し
ま
す
。

本
市
で
は
県
の
見
直
し
を
待
っ
て

２
０
２
７
年
度
に
地
域
防
災
計
画
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
見
直
し
を
行
う

予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
実
効
性
の
高

い
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
図
り
、

地
域
の
安
全
性
と
住
民
の
防
災
意
識
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。


